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シンポジウム：「首都大学大学院のこれまでの経験から学ぶ」
健康福祉学部　教授

福士　政広

平成19年度人間健康科学研究科FDセミナーを平成19

年８月４日（土）13：00～14：45荒川キャンパス校舎棟

１階大視聴覚教室で開催した。

内容は講演２題と人間健康科学研究科前期SEアンケ

ート結果の報告である。講演１は、首都大学東京　基礎

教育センター長上野淳教授による「大学院FDに意義と

必要性について」、講演２は、首都大学東京基礎教育セ

ンター串本剛助教による「大学院FD義務化の背景と初

動上の課題」である。

次に人間健康科学研究科　前期SEアンケート結果の報告

は、看護科学系：山村礎准教授、理学療法科学：池田由美

准教授、作業療法科学：里村恵子教授、放射線科学系：福

士政広教授、フロンティアサイエンス系：菊地吉晃　教授、

ヘルスプロモーション系：金本益男准教授であった。

講演１の内容は、

１）新時代の大学院教育（2005.9）（中教審の提言か

らの紹介） ・基本的な考え方：大学院教育の実質化

・大学院の人材養成機能：研究者、専門職業人、大学教員、

高度知的人材→どういう学生を育てるか博士、修士、専門

職学位課程の目的・役割の明確化　・学生や教員の流動性

・国際競争力強化のためのポスト鍵「２１世紀COEプログ

ラム」→大学の差別化２）大学院教育振興施策要綱

（2006. 12）３）大学院設置基準の改正（2007. 4）・目

的の明確化と公表　・責任体制の明確な教員組織　・Ｆ

Ｄの実施　・成績評価基準の明示と厳格な成績評価・修

了認定　　・修士課程、博士課程の修了要件の見直し

Ⅰ．政策面の変遷（審議会答申等）Ⅱ．基礎統計Ⅲ．

調査・研究Ⅳ．初動上の課題１．昼夜開講制で大学院講

義主体がほとんど夜間中心で行っている中で、６月中の

蒸暑い季節に冷房が入らないのは、授業環境上良いとは

言えない状況にある。社会人が汗をかきながら講義を受

けている状態は何とか改善してほしい。冷房は現在6月

までは午後６時で切られてしまって、教員も汗をかきな

がら講義している。（放射）

２．30人程度のゼミ室がほしい。（放射）

３．大学院へのＳＥはあまり適切ではないのでは。自由

記述だけにする方法もあります。座談会の方式も考

えられます。（ＨＰＳ）
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